
『野良猫の首輪』演出ノート

　歩いていないと生きづらいのだ、と思う。喩え話ではなくて、足をつかっていないと、

問題は凝り固まってしまう。歩いているうちは違う世界にいられる。ずっと歩いていた

ら死んじゃう。歩いているのは特別なことだ。

　演劇が大切だと思うのは、歩いていかないと観られないからだ。あるいはこの文章の

書かれたページを携帯端末でみながら、道と照らして、歩いていくことそのものが演劇

であって、だからこの演劇はこの街の、この道のうえからしか生まれない。

　そのまま歩きすぎたら死んじゃう。それもあって演劇はせつないのだ。僕はどこに生

きていたのか。どうしたら生きていけるのか。歩き、ものを見ていないと、何もわから

ない。歩かないと日も暮れない。

カゲヤマ気象台　（劇作家、演出家、sons wo: 主宰）


